
潜在する優秀社員を見逃してないか

■問題社員が入社した!?
■ドリームチームに変えるために
■組織状況を5段階で把握する

ライフサポート規定―生理的欲求
キャリアデザイン―安全欲求
グッド＆ニュー―親和欲求
ポジティブトーク―承認欲求
意識変化への対応―自己実現欲求

●行動変革を促す認知とは!?
●ニートの行動特性をヒントに
●何より3つの認知を変革する

リフレーム―人間関係
失敗の肯定―思考回路
理想への問いかけ―金・キャリア

●変化した認知を定着させる
■取り組みを始める前に
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◆潜在する優秀社員を見逃してないか
このところ求人市場は活発で，今後も採用難は続きそ

うな気配です。来年から，ゆとり教育世代の入社が始ま

りますから，以前にも増して，優秀な人材を育て，定着

させる仕組みが重要になってきます。情報化が加速し変

化の激しいビジネス環境の中で，確保したいのは，ズバ

リ，自ら考え成長する自立型人材です。一方で，労働者

の意識が変容してきました。年間，労働局に持ち込まれ

る労働相談は80万件を超えます。それは，労働者の権

利意識の高まりを表しています。

そんな状況下で，どのようなアプローチをすれば，社員

は自ら成長していくのでしょうか？　「うちには良い社員

が来ない」―そんな嘆きを頻繁に耳にしますが，本当に

「優秀な社員」がこれまでに一度も来なかったのでしょう

か？　もしかすると，素質のある社員を育てることができ

なかったのではないでしょうか？　優秀な社員を定着させ

ることができなかったのではないでしょうか？

社員の自発的な成長を考える際には，一度，部分最適

ではなく，全体最適で施策を行う必要があります。まず

は，ハード面から。自ら成長する人材を定着，育成する

組織についてアプローチしてみます。いくら優秀な人材

を採用しても定着させなければ，ざるで水をすくうよう

なものです。次にソフト面。高い素質を持った人材の能

力を開花させるためにはどんなアプローチをすればよい

のでしょうか？

本稿では，社員が自ら育つ仕組みとして，欲求論的ア

プローチによる組織作りの5手法と，認知論的アプロ

ーチによる意識改革の3手法について解説します。
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